
（様式１）

①学校名： ②所在地：

③課程名：
④正規課程／履
修証明プログラ
ム：

⑤開設年月日：

⑥責任者： ⑦定員： ⑧期間：

⑨申請する課程
の目的・概要：

⑩４テーマへの
該当の有無

⑪履修資格：

⑫対象とする職
業の種類：

⑬身に付けるこ
とのできる能力：

⑭教育課程：

⑮修了要件（修
了授業時数等）：
⑯修了時に付与さ
れる学位・資格等：

⑰総授業時数： 185単位
⑱要件該当授
業時数：

133単位
該当
要件

企業等
双方向
実務家
実地

⑳成績評価の方法：

㉑自己点検・評
価の方法：

㉒修了者の状況に
係る効果検証の方
法：

㉓企業等の意見
を取り入れる仕
組み：

㉔社会人が受講
しやすい工夫：

㉕ホームページ：

事務担当者名： 所属部署：

連絡先：

＊パンフレット等の申請する課程の概要が掲載された資料を添付してください。

（電話番号）03-5769-4170
（E-mail）tgs@tama.ac.jp

多摩大学　大学院　事務課

⑲要件該当授業時数
　　／総授業時数：

78%

民間企業・官公庁等に在職し、入学時現在3年以上の実務経験を有している職業人を優先し、下記のいずれかに該当する者。
(1)大学を卒業した者。または、本大学院において大学を卒業したと同等以上の学力があると認めた者。(2)学校教育法（昭和22
年法律第26条）第68条の2第3項の規定により大学評価・学位授与機構から学士の学位を授与された者。(3)外国において学校
教育における16年の課程を修了した者。(4)文部科学大臣の指定した者。(5)外国人留学生においては、日本語能力試験2級以
上を取得している者。

出席状況、聴講姿勢、レポート、発表等を総合的に評価し判断する。
また、修士論文・特定課題研究論文の最終試験を以って卒業判定を行う。

学校教育法第109条第1項に定める自己点検評価を実施。
全学統一の点検項目を各分科会で策定し、自己点検評価委員会のもとヒアリングを受ける。
報告書はＨＰにて公開されている。

（身に付けられる知識、技術、技能）
ビジネスデータサイエンス

（得られる能力）
ビジネスデータ活用力、分析力、管理力

修了生に対し修了時アンケートを実施し、本学に対する満足度や改善点を検証し、大学院運営に反映させる。
また、修了後の進路について調査し、目指す就職先またはキャリアアップが出来ているかを検証し、データベース
化している。

（教育課程の編成）
連携企業のアナレイティクス部門とディジタルマーケティング部門とのコース長（教務分科会長）との定例意見交換（年２回）で教育課程の編成に企業の
意見を取り入れている。また、連携企業により組織する意見交換会議において、企業経営における最新情報を共有することにより教育課程の編成に企
業の意見を取り入れている。
（自己点検・評価）
連携企業のアナレイティクス部門とディジタルマーケティング部門とのコース長（教務分科会長）との定例意見交換（年２回）で，本学院が作成する自己
点検案に対する評価を行い、プロジェクト分科会、教務分科会はその報告を受け企業の意見を反映させる。また、連携企業により組織する意見交換会
議において、本学院が作成する自己点検案に対する評価を行い、プロジェクト分科会、教務分科会はその報告を受け企業の意見を反映させる。

土日祝日の開講、平日夜間の開講

（ＵＲＬ）http://tgs.tama.ac.jp/

福井　佑典

１．２年以上在学
２．合計30単位以上修得
３．「修士論文」または「特定課題研究論文」の審査および最終試験に合格

修士（経営情報学）

会社経営者、公務員、会社員　等

経営情報学研究科　5名

非正規労働者のキャリアアップ
中小企業活性化

ビジネスデータ分析・活用＜科目＞やビジネスデータ分析＜科目＞等でビジネスデータサイエンスの基
礎的な知識を学び、集中ゼミ＜科目＞やＤＳＢゼミ＜科目＞で統計活用力やデータプレゼンティション力
を修得することでビジネスデータサイエンスを会得する。

職業実践力育成プログラム（ＢＰ）への申請について

平成28年9月26日

研究科長　徳岡晃一郎 2年間

多摩大学大学院は、ＤＳＢコースとして、「ビジネスデータ活用」、「ビジネスデータ管理力」、「ビジネス
データ分析力」、「演習」の4つの項目を基に、データを活用してビジネス現場の課題解決ができる力を会
得し、ビジネスデータサイエンスを理論ではなく、武器として習得をすることを目指します。

経営情報学研究科　経営情報学専攻　修士課程　DSBコース 2011/04/01

東京都多摩市聖ヶ丘4-4-1

正規課程

多摩大学　大学院


